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限界集落活性化の取り組み
～上野原市西原地区まちづくりの活動～



上野原市西原地区とは

中央自動車道上野原ＩＣ、ＪＲ上野原駅どちらからでも車
で30分程度にある相模川水系鶴川上流、標高600ｍの自
然豊かな中山間地域にある農山村

昭和40年代には、約2,500人いた人口が現在では600人
に満たない地域であり、65歳以上人口が50％を超える。

地元「西原地区」の学校は統廃合により、西原小学校の
みとなるが、生徒数は10名程度となる。
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西原地域活性化の今

・ＮＰＯさいはら
上野原市の最北部に位置する農山村「西原地区」の地域

活性化のため、平成２２年６月に設立。

現在の会員数は４５人。

交流施設「羽置の里びりゅう館」の運営、地域ブランドの
開発・製造・販売、都市農村交流イベント、地域福祉サービ
スなどに取り組んでいる。
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活動を始めたきっかけ

東京都・神奈川県など首都圏に近く、中央自動車道上野
原インターチェンジもあるという立地にありながら、史跡や
伝統芸能といった観光事業の育成や宿泊施設の整備も不
十分。平成１３年に都市住民との交流の場として建設され
た「羽置の里びりゅう館」が十分に機能しているとはいえ
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ない状況を変えたいと
いう地域住民の意思や
熱意がきっかけとなり、
当初は「西原地域活性
化協議会」として発足し
た。



運営体制

理事４名、監事１名、事務局長１名

事務局スタッフ２名

他団体との連携

ＪＩＣＡ（国際協力機構）において「一般社団法人あいあい
ネット」と連携、都市農村交流事業において「しごと塾さい
はら（任意団体）」と連携、福祉サービス「元気いきいき教室
（介護予防健康体操）」や移住定住促進事業の「農山村地
域の空き家紹介」・「古民家再生」の実施においては、市役
所と連携している。
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活動の成果

地域にある資源を掘り起
こし、商品づくりをしてきた。
加工品の販売を通じて市内
外に発信をしてきたため、あ
る程度の認知もされてきた。
近年は地域住民（特に高齢
者）を対象とした事業を展開
し、地域貢献を果たしている。
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成功の要因

地域をより良くしたいという地域住民が地域外の人材や行
政と連携して、ともに事業に取り組んでいること。

活動を通じて学んだこと、得たこと

地域の中心となる施設は必要。ただし、場所があるだけで
は何も起こらないため、地域住民がＮＰＯ法人を立ち上げ、
移住者や市内外の交流者、行政とともに活動し、何かを実
際に動かす人材や団体、官民連係が大切である。
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今後の展開

人口減少が大きな課題であるため、移住者促進、交流人
口の増加を目指す。

現状の課題点

ＮＰＯの事業を運営するスタッフ・人材が不足しているいる
が、雇用するほどの資金力がないため、実施したいと考え
ている活動が出来ないでいる。

ボランティアとしてでは限界があるため、仕事としてＮＰＯ
の事業を行えるようにしていくことが大きな課題である。



他団体との連携の内容

古民家再生と広域体験観光によるやまなしアプロー地

～遊ぶ・学ぶ・暮らす～事業

平成２８年度、国の地方創生加速化交付金を活用する中、
上野原市や小菅村と協働し、地域を元気にする取り組みを
行っている。

体験観光分野、古民家再生分野、移住促進分野の活動
を行い、交流人口の増、滞在拠点の創出、移住者の増を
目指す。
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移住定住促進事業

平成２７年１０月より上野原市の移住定住促進事業を受託。
（空き家情報収集、移住希望者からの相談及びコーディ
ネート等）

認知症予防カフェ「かいこや」

平成２７年６月より認知症予防カフェ「かいこや」をびりゅう
館会議室にて月に一度開催。

作業療法士や保健師、帝京科学大学の学生などとお話
ができ、気軽に参加できるカフェ、サロンを目指している。
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介護予防「元気いきいき教室」

平成２６年１０月より介護予防サービス「元気いきいき教

室」を、びりゅう館会議室で３か月を１クールとして、健康体
操や体力測定などを行っております。

これは、国土交通省「小さな拠点づくり」調査の補助金を
受け、成立されたものです。

「羽置の里 びりゅう館」の運営

平成２４年４月１日より 上野原市より「羽置の里びりゅう

館」の指定管理を委託されました。
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古民家再生ワーク
ショップ

ボロボロだった築１５
０年の古民家を再生さ
せて、農林業体験宿
泊施設を作る。

職人さんから、昔な
がらの家の直し方を
教わるなどの体験を
通じて都市農村交流
を図る。
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WELCOME TO 西原ife 体験宿 したで

八王子から1時間というアクセスのいい山梨県上野原市西原地区。

• 空き家だった古民家を、地域に眠る材木・土・人材を活かしながら、ワークショップ形式で再生し、
2016年12月24日に、農林業体験宿泊施設としてOPEN予定。

• 土づくりや竹の加工から始める土壁ワークショップや木の伐採から始まる移動式製材機を使った床
板づくり、薪ボイラーの露天風呂などを作るなど、上野原市の自然豊かな環境を活かし、伝統工法
で、古民家再生をはかっています。

• 発起人は、元移住者。

• 農家民宿を開くことを夢見て、１０年前に２３歳で古民家におんな単身移住。

• ３年後、地元の２５歳年上の大工さんとスピード結婚。

• その後、日影対策で伐った杉山の跡地に、近所の有志で四季を通じて花を楽しめる丘をつくること
に。

• 休める場所として、ボロボロの古民家を体験宿にするプロジェクトがスタート。 移住促進につながる、
まちとむらをつなぐことを目標に、伝統工法による古民家再生ワークショップが始まった。

• まちとむらをつなぐ、NPO法人エコ・コミュニケーションの森良さん、古民家の伝統木構法こそ、未来
へつなぐべき財産と謳う一級建築士・森田千史さん、地元をこよなく愛する上野原市西原の藤尾地
区のみなさん(中には大工さんが二人も！）、より魅力的な上野原にするため、移住促進や仕事づく
りの応援をする行政、西原地域の活性化のため立ち上がったＮＰＯ法人さいはら、昔から引き継が
れている手しごとや暮らしを学ぶために首都圏と西原を行き来するしごと塾さいはら、そして、長年
の夢を叶えるべく人と人をつなぐ、元移住者で今は移住コーディネーターの子育てママ。

• たくさんの「想い」がつながって、古民家再生ワークショップは生まれました。
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都市農村交流事業「しごと塾さいはら」

～さいはらの手仕事を学ぶ・手伝う・伝える～

月に一度、まちからむらへ通い続けるきっかけ・しかけづく
り」に取り組む。

西原の昔から残る文化や農作業を学びに、農村体験など
を行う。

通い続けるうちに、すっかり西原は第二のふるさとに感じ
ていただき、西原を好きになってもらう。

このプロジェクトがきっかけで西原への移住者も出ていま
す。
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「しごと塾さいはら」の主な活動

畑の土起こし、乗馬体験、在来種のジャガイモの植え付け・土寄せ ・収穫、わさ
び田ハイキング、里山散策わらび採り、お茶作り体験、大豆苗の定植・土寄せ・収
穫・脱穀・選別・乾燥、サツマイモ苗の定植、つる返し・収穫、ピザ窯で焼く新鮮野
菜のピザランチ、草むしり、そばの種まき準備・種まき・土寄せ・草取り・収穫・脱
穀・選別・乾燥・石臼で粉挽き・そば打ち、西原の清流で川遊び、栃もち作りを学ぶ、
西原の伝統行事「藤尾獅子舞」と「古在家神楽舞」の見学、西原ふるさと祭りのお
手伝い及び出店、冬ぶせ（鍬で畑の天地返し）、竹伐り（冬の手仕事の準備）、堆肥
づくり・落ち葉掃き、味噌作り、竹かごづくりなど

※毎回、都市と農村をつなぐしごとをしている様々なゲストのお話を聞き、

都市と農山漁村の交流について考えるセミナー実施

※池袋まちむらカフェ「しごと塾」の第2期 4回目「やりたいことをカタチ

にする」（2010年7月7日開催）で生まれたプロジェクト
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